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今年度、３回目の会計講座のご案内です。 
●簿記の基礎から学びます。 
●日常会計の処理方法、会計ソフトを使った入力の仕方 
●帳簿、財務諸表の読み方 決算書（収支計算書  
貸借対照表 財産目録）作成など。 

これから法人会計をスタートする団体あるいは 
今、会計事務を担当していて、困っている方など 
ぜひ、この機会をご利用下さい。 

 9 月 21 日，28 日，10 月 5 日，12 日 
午後 6時～8時（毎週火曜日 全４回） 

会場 北海道ＮＰＯサポートセンター研修室 
札幌市中央区北 5条西 6丁目札通ビル８F 

講 師：小沼千佳子 
（北海道ＮＰＯサポートセンター会計担当） 

定 員：10 名程度  受講料：8,000 円（初回納入） 

申込み：FAX 011-281-8807 
   E メール  npo@mb.infosnow.ne.jp 

   ＦＡＸか Eメールで 団体名・参加者名・連絡先 
電話番号・使用している会計ソフト名（すでに会計に携わ 
っている場合のみ）を記入のうえ、上記番号、アドレスへ 

送信下さい。締切り：9 月 14 日（火）午後５時必着 
問合せ：電話 011-271-5208（山本） 

 

ＮＰＯの学校祭、翌日は↓に参加しましょう！ 

 

 

 

日時：2004 年 10 月 24 日（日） 13:00～17:00 
東北・北海道の環境 NGOが集まります。 

パネルディスカッション「環境 NGOが市民と拓く未来の扉」や 

環境 NGOの活動報告アリ。大いに語り合いましょう。 

参加費無料。会場は旧豊水小学校体育館（NPOの学校祭と同じ） 

主催：独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金部 

お問合せ先：ＮＰＯ法人北海道ＮＰＯサポートセンター 
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環境NGOと市民のつどい in 札幌 

エコトークしましょ！ 

予告 市民活動全道フォーラム 
～ＮＰＯの学校祭～ 

今年で４回目となる市民活動全道フォーラム、今回

は空き校舎となった旧豊水小学校の体育館で行い

ます。 ＮＰＯ・ＮＧＯが学校に集いお祭りをすると

いうことで「ＮＰＯの学校祭」とし、全校集会は「黒

松内ぶなの森自然学校」（ＮＰＯ法人ねおす、黒松内

町、(社)日本環境教育フォーラム、環境省の支援に

より誕生）の高木校長による講演、クラス発表では

ＮＰＯ・ＮＧＯが日ごろの活動を発表します。 

一歩すすんだＮＰＯの活動ぜひ見にきてください。
タイトル 「ＮＰＯの学校祭」 

ー市民活動全道フォーラム２００４ー 

日時 １０月２３日（土）１１：００～１７：００

会場 旧豊水（ほうすい）小学校体育館 
札幌市中央区南８条西２丁目５ 

      （地下鉄東豊線「豊水すすきの」徒歩５分）

入場料 無料 

・全校集会 

講演「ねおす的 NPO 経営談義」（仮題） 

    高木晴光（NPO 法人ねおす代表 

・黒松内ぶなの森自然学校校長） 

・クラス発表 NPO・NGO ブース 

・フィナーレ みんなで飛ばそう！紙ひこうき 飯島実

（NPO 法人伝成館まちづくり協議会）

主催 NPO 法人北海道 NPO サポートセンター 

   北海道立市民活動促進センター 

問合せ先 北海道ＮＰＯサポートセンター（北村）  

 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２F 

       ＴＥＬ：０１１－２０４－６５２３ 

       ＦＡＸ：０１１－２６１－６５２４ 

       E-mail：npo@mb.infosnow.ne.jp 
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「ＮＰＯを立ち上げてみたけど、経理の仕方が分からない？？」 
「会計ソフトを買ってみたけど、使い方が分からない？？」 
「ガソリン代を払ったけど、仕訳はどーするの？？」・・・etc. 

↓ 

会計支援ヘルパーにお任せください！！  
 
 

 
みなさんの団体では、経理や会計業務をきちんと行っていますか？。日々の活動に追われているＮＰＯの皆

さんにとって、煩雑な経理や会計業務はどうしても二の次になりがちです。さらに、暇を見つけて帳簿をつけよう

とすると、あれもこれも分からないことばかり？？？。 
これらの疑問を解決するのが、サポセンの会計支援ヘルパーです。会計支援ヘルパーは、一般企業の経理

経験者で構成され、ＮＰＯ独特の会計についても研修を受けています。会計処理について初心者という会計担

当者はもちろん、レベルアップを図りたい方も会計支援に応募してはいかがでしょうか。 
※ サポセンでは、無料でみなさんの団体に会計支援ヘルパーを派遣します。会計支援ヘルパーは１０回程度、

団体の事務所を訪問し、①経理の基礎、②会計ソフトの使い方、③決算書類の作成方法等について指導し

ます。 
現在第一期の支援が始まっています。第二期は１０月１８日から１２月２４日まで（１２団体募集予定）。第二期の応

募締切日は１０月８日です！。お早めに申し込みください。 
 

気軽にお問い合わせください 
●お申込み・お問合せ／北海道ＮＰＯサポートセンター （担当：松本，本田） 

ＴＥＬ 011-271-5208 ＦＡＸ 011-281-8807  Ｅメール npo@mb.infosnow.ne.jp 

●その他／運営状況や面談の内容によっては、支援できかねる場合があります。 

●また、応募者多数の場合、ご希望に添えかねる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

 
 

 

●専門知識は不要です。インターネットに接続するパソコンとワープロを打てる程度の技量があれば、簡単に 

ホームページを作成できます。 

●更新作業がラクラク&カンタン初心者OK! ホームページの管理用画面から必要な項目を入力し、送信するだけで、 

すぐに情報を更新できます。 

●多彩なメニュー 写真集、カレンダー、電子掲示板、リンク集、メンバーへの一斉メール配信など、市民活動団体が 

頻繁に使う便利なメニューをホームページ上で利用できます。  

●さらに！利用料無料お助け隊のサポート付きサービスの利用料は無料。 

●IT 系市民活動団体メンバーによる地域サポーターがシステムの操作方法や、活用方法をわかりやすくお教えします。 

●詳しくは、北海道ＮＰＯサポートセンターにお問い合わせください。電話：０１１－２０４－６５２３ 

メール：npo@mb.infosnow.ne.jp（担当： 畑） 

札幌広域圏組合(札幌市・江別市・千歳市・恵庭市・北広島市・石狩市・当別町・

新篠津村・厚田村・浜益村) 地域コミュニティ活動支援事業参加団体募集中！

地域で活動するボランティア、市民活動グループ、ＮＰＯなどの皆さん、自分

たちの活動をホームページで紹介してみませんか? 「でも、詳しい知識
がないからなぁ・・・」 

そんな心配はいりません。札幌広域圏組合の「コミュサポ」が、皆さんのホーム

ペ ジ運営を応援 ます （既 管内 団体が参加 ます ）
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障害者のＩＴを活用した就労にご協力をお願いします！  
札幌チャレンジドは、企業との協働により“SnowmanBB  

札チャレ設定コース”というインターネット無料設定サービ 

スを始めました。障害のある人が仕事としてお客さまを訪問 

してインターネットの各種設定を行います。        

NPO法人札幌チャレンジド 

せひ札チャレまでお問い合わせください！     〒060-0005札幌市中央区北5条西６丁目札通ビル８Ｆ

http://www.npohokkaido.jp/challenged/        TEL.011-261-0074   FAX.011-219-1811

メール challenged@npohokkaido.jp   

 SnowmanBB 札チャレ設定
コース サービス開始！
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大通公園美術館       
 大通公園恒例のビアガーデンが終わった途端、秋の気配が待ちかねていたかのように漂ってきま
した。 
サポセンでは自転車をよく利用します。時折、外勤で大通公園の中を通ることがあります。私のお

気に入りのコースなのですが、公園の中を駆け抜け、街なかを走り抜けるのは気分転換も兼ね爽快の

ひと言につきます。風にそよぐ緑の木立や草花、近寄るとなにかしら畏敬の念を抱かせるケヤキの大

木。イサム・ノグチ、佐藤忠良といった著名な芸術家の彫刻作品も点在するなど、大通公園はあたか

も大庭園美術館の趣きがあり、私の大好きなヒーリング・スポットでもあるのです。 
 公園を挟んだ南北の通りはビルが連なり一見して無機質な印象ですが、よく眺めてみると人目を引

くショーウインドウ、ビルの前に作られた不思議なエントランス、などなど思いがけぬ出会いや発見

があります。自転車の速さで見る町並みはいつも新鮮な発見の連続で、自動車の速さでは見えない、

感じられない町の景観や季節の移ろいを肌で感じることができます。 
 同じ視線で仕事を振り返ってみたのですが、合理性、効率を追求した結果でき上がったものに較べ

て、いわゆるスローライフ的な視点から作り出されたものが劣っているのだろうか、ふとそんな思い

が頭をかすめました。日頃、時代の要請や変化に振り回されている小さな存在の私なのですが、時に

は勇気を出して立ち止まり、足元を見詰め直すことも大切のように思えてなりません。そこから既成

の概念にとらわれない、あらたな展望と地平が現れるような気がするのです。 
 雪がちらつく季節まで環境問題にもほんの少しだけ貢献し、そこかしこに放置されている自転車に

も思いをはせながら、今日も自転車で出かけます。 

濱市朝子 ＮＰＯ研修日記  
２００４年度 その５ 

 

特定非営利活動促進法に基づく申請受理数および認証数、不認証数等 
内閣府ホームページから http://www5.cao.go.jp/seikatsu/npo/data/pref.html 

受理数 認証数  不認証数  解散数 全国の申請受理数「内閣府・北海道含む」  

７/３１現在 （内閣府のホームページ）  
１９５０１ １７８５３ ９０ ２２５ 

受理数 認証数  不認証数  解散数 
道内の申請受理数 ７/３１現在 （北海道） 

７１２ ６６５ ０ ７ 

北海道内のNPO認証状況は道庁 HP http://www.pref.hokkaido.jp/kseikatu/ks-bssbk/npo.index.htm 
 

十勝地区ＮＰＯ法人連絡会開催のお知らせ 
十勝地区のＮＰＯ法人のみなさん。十勝には４６のＮＰＯ法人があります。相互の顔合わせ、公益法人改革問題や、認

定ＮＰＯ法人制度、助成金や融資の仕組みなどを含めＮＰＯ関連の情報交換の場をつくりました。ぜひご参加ください。 

とき：９月１０日（金）午後２時～４時（予定）  ところ：十勝プラザ講習室４０２ 
問い合わせ／参加申し込み 北海道ＮＰＯサポートセンター 電話011-204-6523（担当小林） 

 

引越し・旅行・車検のことなら･･･札通”はこび愛ネット”をご利用ください！ 

ご存知かもしれませんが、飛んでけ！車いすの会をはじめ札幌チャレンジドなど１０団体ほどが参加しているもの 

で、札通さんの商品を利用して、「ＮＰＯサポセンに還元して！」と言うと商品代金の５％が還元される仕組みです。 

どうやって利用するの？申し込みはとても簡単。下記の”はこび愛ネット”推進事務局にお電話ください。インタ 

ーネットからの申し込みもできます。利用サービスは、引越し、旅行（札通トラベル）、車検・自動車修理（札通自 

工）、と文房具（札通商事）などの購入です（一部対象外あり）。ぜひご利用ください。  

●問い合わせ・申し込みは 札通“はこび愛ネット”推進事務局 

ＴＥＬ（０１１）２５１－４１１１内線２５０番（担当：佐藤さん）ＦＡＸ（０１１）２３１－７０６３ 
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－市民がつくる「銀行」－ 

          開
 

ボランタリー・ファイナンスの可能性について熱い議論が展
国内初のNPO法人によるNPO向け融資を行う北海道NPOバンクは２００２年８月に

２年が経ちました。２００４年７月末現在での出資額は約４，３００万円を超え、

教育、など幅広い分野で活躍する NPO などに対して、資金融資を通して、経営基盤

強化に向けて支援して参りました。 

 この間、全国各地でも「市民系バンク」設立の動きが見ら

れ、市民が作る市民のための「銀行」は広がりをみせていま

す。このほど、北海道 NPO バンクの取り組みを広く紹介し、

他都府県における市民系バンクの創出や、ネットワークづく

りを目指して、７月１６、１７日の２日間にわたりフォーラ

ムを開催いたしました。北海道クリスチャンセンターで行わ

れたフォーラムでは、「ＮＰＯと資金調達」と題して、ＮＰＯ

を取り巻く資金調達の現状と先駆的な取り組みについて、北

海道グリーンファンド理事長の杉山さかゑさんに御講演いた

だきました。続くパネルディスカッションでは、田尻佳史さん（日本ＮＰＯセンター理

田中優さん（未来バンク事業組合理事長）、山口郁子さん（中央労働金庫営業推進部

さん（女性・市民信用組合（ＷＣＣ）設立準備会代表）をパネリストに招き、「ボラ

ナンスの可能性」について熱い議論が交わされました。 
 

躍進する市民銀行をめざしてー第１回バンクフォーラム総括ー
                                              北海道 NPO バンク理

全国に次々と立ち上がる市民バンクがさらに大きな波となって市民事業を後押し

のバンクフォーラムがセットされたといってよい。バンク事業が軌道に乗るまでには

NPO や市民はどうかかわることになるのか、行政はどのような役割を想定することに

関はどのような対応を進めようとしているのかといったすぐ手に入れたい情報は、

によって、その活用のヒントが与えられる。 

北海道 NPO バンクが主催となって企画したのは、全国に先駆けて NPO 対象の資金

きた自負にもとづき、日本中に市民バンク運動を拡大させるチャンスを活かしてイ

という意図にあった。幸いにも市民金融の先達者として知られる代表的な事業体か

ことができた。市民がやる意義を見いだしたものをすかさず応援する。しかも応援

たちの責任で選ぶ、選ばなくてはならないことの基本原則が参加者にピンときたと

の真剣勝負に必要なのは、意欲と綿密な企画が同時に用意されていなくてはならない

 未来バンクの田中理事長は、市民金融の過激派的存在であるがユーモアあり、話術

味についても参加者に鋭く問題提起をして頂いた。WCC（女性市民バンク）代表で信

す向田さんは、目的も明解、主張も明解な戦闘家（金融庁とまともにやりあうという

頼りになる市民銀行のモデルのような取り組みを示して頂いた。労金の山口さんも

NPO センターの田尻さんも市民銀行のありかたに示唆的なアドバイスを提供してくれ
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催報告 

開！ 
設立されてから、

福祉、環境、社会

及び事業遂行力の
事兼事務局長）、

次長）、向田映子

ンタリー・ファイ

 
事長 杉岡直人 

するために、今回

何が必要なのか、

なるのか、金融機

適切な話題提供者

支援を取り組んで

ベントを仕掛ける

ら報告者を迎える

したい相手は自分

思う。市民と市民

。 

も巧みでお金の意

用組合設立をめざ

意味で）であり、

檄を飛ばし、日本

た。 
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市民銀行の本質は、お金を市民に取り返す、市民が活用できる資

金を市民が応援するという仕組みを作り出すことになる点にあり、

まさにローカルガバナンス（地域の自主統治）が具現化される道を

拓いていくというメッセージを会場の参加者に共有されるウエー

ブを感じたフォーラムであった。主催者として次回のフォーラムに

参加者の誰かが手を挙げることを確信した２日間であった。 
 

 

分 科 会 

７月１７日には札幌エルプラザで５つのテーマに分かれての分科会が行われました。 
◆分科会１「北海道ＮＰＯバンク設立の経緯について」 
分科会１は北海道ＮＰＯバンクの設立時に実際に関わった行政、ＮＰＯの関係者を交えてのセッションが行われまし

た。北海道ＮＰＯバンクが始動するまでには、資金面でＮＰＯ団体等をサポートする組織の必要性について、関係者の

共通した思いがあり、それが３ヶ月という凄まじいスピードで立ち上げる原動力になったことが、当時設立に携わった

関係者から報告がありました。そして、立ち上げまでには様々なスキームを各種検討し、融資の審査の方法など細部に

渡って関係者で協議したうえで、現在の体制にたどり着いたいきさつを説明しました。昨今ＮＰＯ向けに融資を行う金

融機関も出てきており、今後はいかに「棲み分け」ができるか、北海道ＮＰＯバンクが「北海道モデル」となるべく様々

なアプローチをしながらＰＲしていくことも必要なのでは、といった意見が出されました。（佐藤隆） 

 

◆分科会２「ＮＰＯバンクの運営」    
バンクフォーラム分科会 2「 NPO バンクの運営」は、集まったのは、やる気

のあるメンバー１１人で、話題は一気に具体的な話し合いに入る。未来バンク

は、最初どうだったのか。２０人の出資で４００万円（１００万が３人）１７

人で１００万円だった。現在は４００人で１億３千万。田中理事長曰く、無理

せず始めて１０年かけてブランド力がつくという姿勢が大事であり、やりたい

ことをやるという主義主張を明確にしている。例えば、借りることがプライド

となり、借り手が自分で宣伝しているという現象が生じている。環境問題、市

民事業、福祉に関する取り組みに融資をおこなう。肝心なことは、専従をおか

ず、おかないでやれる範囲で事業をおさえる。理由は、融資で収益を上げる目的 貸し付

けは出資総額の 1/10 という考えに立ち、必要額（申請額の評価）の 50％を融資

息３％を支払うと相殺されるので、採算がとれるかどうかを重視して無理に貸さ

えなくてはならないのは、少額の出資者を多く確保して定期的に追加出資を募る

ことにつながる。 

話題は、NPO バンクの運営を守る話にまで発展し、中間法人を活用する裏技を田中

貧困層を対象にした世界初の少額無担保融資の実践をしているムハマドユヌス氏

ンスのサラ金化現象を引き起こし、借金を抱え込む傾向が生じていることにも注

ルな視点での NPO バンクの運営論議に発展した。メンバーの中には、WCS の関係

いる者あり、金融を専門にする大学関係者あり、NPO バンクを旗揚げする予定者

ぶように過ぎていった。（杉岡直人） 

 

◆分科会３「融資審査と融資後のフォローアップについて」
この分科会では、前半においてコーディネーターの畑山審査委員による融資審

告とパネリストの上野審査委員長による審査体制と業務内容についての詳細な説

 小休止後のプレゼンターの安田審査委員による金融機関の立場からの融資審

藤審査委員による書面審査の限界等についての所感の披露に続く質疑応答では、

の点数化の困難性、②審査委員の選ばれ方と融資を受けた団体が審査委員になる

数字だけによる審査の限界と信頼関係に基づく返済能力の評価、⑥遅延管理など

論点が取り上げられたが、参加者の共通の主たる関心は、NPO バンクに相応しい

の発展により積極的に貢献し得る融資審査は如何にあるべきか、という基本的課

山紀） 

 

◆分科会４「借り手から見た理想のＮＰＯバンク」  
分科会 4は、北海道 NPO バンクが設立されてから 2年経ち、その活動の成果と

借り手側から北海道 NPO バンクを評価してもらう趣旨で開催された。北海道 NPO

て非常にありがたい存在という、借り入れ実績のある 3団体の話から始まった。し

札幌での審査面接、200 万円という融資金額の上限、最長 1年間の返済期限、な

の借り手側から、現行の融資体制の課題を指摘された。貸し出し資産や運営体制

長期借り入れは NPO バンクでは対応しにくいので、労金や信金など地域の金融機

 

はもたないから。貸し付けは、

 

する。収益率が３％しかなければ、利

ない。NPO バンクの基本方針として考

方策が確実に資金力と信用力を高める

理事長に解説してもらい、最後には、

のグラミン銀行が、マイクロファイナ

目しなくてはならないというグローバ

者やマイクロクレジットの研究をして

ありで、突っ込んだ議論に２時間が飛

  
査の現状と問題点について概括的な報

明が行われた。 

査に関する問題提起とパネリストの佐

①融資判定表の作成の経緯と質的側面

ことのメリットと秘守義務の問題、③

フォローアップと事務体制、といった

融資審査のあり方に向けられた。NPO

題が再確認されたものといえる。（畑

課題を探り、活動を充実するために、

バンクは NPO 金融の最後の貸し手とし

かしながら、年 4回の融資受け付け、

ど、特に資金需要の大きい事業型 NPO

が不十分であり、融資金額が大きく、

関が NPO への融資に取り組んで欲しい
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と、コーディネーターから話題を振ったところ、労金としては積極的に NPO への融資を進めているという言葉を出席者

からいただいた。今後は、地域全体で NPO への金融システムを確立しなくてはならないこと。そして、NPO への地域金

融システムが確立された後の北海道 NPO バンクの役割としては、借りたいときに簡単に借りられる、小回りのきく短期

小口資金の融資サービスを拡充すべきではないか、という結論で分科会 4は締めくくられた。（河西邦人） 

 

◆分科会５「拡がる市民金融」 
分科会５はセクターを越えて拡がる市民金融を考えるセッションでした。フロアからご発言いただいた参加者のみな

さんのご所属も、企業・行政・ＮＰＯ…とさまざまで、時間があっという間に過ぎ去ったような気がします。 

コーディネータとして印象に残る論点のひとつは、市民ベースの「銀行」の情報開示のことでした。「誰が、どんな

目的で、いくら借りているか」情報を、氏名を含めてインターネット等でどんどん情報公開することで、制度の透明性

を高めることができる。また、そのことが出資者の思いがどんなかたちで実を結んでいるか知らしめることになり、お

金の好循環を生む、という意見が一方でありました。そもそもお金のやりとり自体がセンシティブな情報である。まし

てや、いわば「顔の見える」関係である市民間での金融は自ずと情報の扱いに注意を払わざるを得ない、という意見が

他方にありました。 

また、お金を「貸す」システムと平行的に、お金を「あげる」しくみ、すなわち助成金や補助金の制度が社会のなか

で重層的に拡がっていくべき、との思いを強くしました。（樽見弘紀） 

 

フォーラムに参加して 
フォーラムに参加した方から、感想をお寄せいただきました。 

                                  吉田 敏秀（大学院生） 
ＮＰ０バンクについては，その存在は知っていたものの，具体的な活動内容やその仕組みについては，今回のフォー

ラムに参加し初めて知ることができました。また，全国大会だとは知らずに参加しましたが，パネリストの方の事務所

の所在を知り，「バンク」の活動が全国的に広がりを見せ，また，NPO だけでは

なく，中央労働金庫のような金融機関でも取り組まれているという点や，その

仕組みを上手く応用して，風力発電の風車が立ってしまうという，「イチ NPO」

の活動力というような点で，これからの可能性を感じる事ができました。様々

なお話の中で，例えば，自分が金融機関に預けたお金がどの様に使われている

のかわからなく，それなら，ある特定の目的の為に使って欲しいと「信託」す

るようなお金の預け方が必要であるのではないか。というような事が言われて

いましたが，まさに必要な「市民の意識」なのではないかと思いました。しか

し，それがすぐに NPO バンクに出資する事につながるかと言うと，そうではな

いと思いました。今，なぜ自分が銀行に預けているのかと考えると，第一は，

いつでも引き出せるという利便性なのではないかと思いました。そういった意

味で，生活に直結したシステムになるには難しく，なかなか一般に浸透するのは難しいと思いました。 

 

しかし，それは「NPO バンク」というネーミングから，既存の銀行などの金融機関と比べてしまう事がそもそも間違

いなのではないのかな，とも考えられるのではないかと思いました。NPO バンクに預ける場合，預金というよりは，「出

資」・「投資」・「寄付」といったような側面が強いのではというイメージがあります。そもそも「バンク」は，お金を預

けてそれを増やす事が目的ではなく（現在の銀行ではそれほど増えませんが），その預けたお金を利用した，社会での

活動によって，なんらかの利益を期待するものだと理解しています。「バンク」にとっての競争相手は既存の金融機関

ですが，市民にとって「バンク」と金融機関は，どちらに預けようかと選択する際に，預ける目的がちがうのですから

同列に並ぶものではないように思いました。 

NPO が活動していくうえでの金銭的な側面を支える，制度・システムというのはまだまだ乏しいのが現実です。寄付

に税をかけなかったり，寄付した分，国に払う税を控除したりといった，その側面でのシステムが成り立つと，NPO の

活動も盛んなるとは思いますが，成立したとしてもまだまだ先の事になる事だと思います。そのような意味で，現在の

「バンク」の役割は大きなものだと感じました。 

 

 

                                 長谷川 武史（大学院生） 
今回フォーラムに参加して、全国的に NPO バンクの活動が広まりつつあることを、初めて知った。２日間参加させて

いただき、疑問に感じたことがいくつか出た。まず、北海道 NPO バンクの活動の紹介の中で、融資を受ける NPO 団体に

対して、返済計画の指導を行っていたという説明があった。福祉活動目的の NPO では、福祉現場の人が当事者であり、

経理などの財政上能力が低いことが多いと思う。そのような団体を支援し、NPO 全体の質の向上を NPO バンクが担って

いく道もあるのではないかと感じた。ただ資金を提供する立場にあるバンクが、NPO を指導するとういう形に制度上の

不安は感じる。次に、NPO バンクとしての資金確保の困難さを感じた。日本の風土として、資金提供を寄付という形で

行っていくことに限界があるのではないかと思った。私的な経験だが、私は学部時代、YOSAKI ソーラン祭りの学生実行

委員会に所属し、活動していた。学生はボランティアとして、大通り公園のステージを自ら集めた資金により独自に運

営していた。資金は札幌市内の企業へ、協賛という形で集めたが、その見返りとして毎年発行している、ガイドブック

への広告掲載と、お祭り会場で配布するウチワに企業名を掲載するという形をとっていた。学生実行委員会の上部組織

である、祭り全体を組織する場所では、ロゴを作成し、それを協賛してもらった企業へ使用許可を出し、CM 等への使用

をおこなってもらうという形をとっていた。 
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NPO バンクの現在の状況では、出資者への返戻金は困難なものがあると思う。今後も継続的にバンク自体の資金を確

保するには、広告掲載やロゴの提供による広報活動による協賛というかたちで行っていくのもひとつの可能性として現

実的ではないだろうか。 

また NPO 全体について言えることであると思うが、寄付という行為が日本では一般的ではなく、資金確保が今後の大

きな課題といえる。イギリスなどでは、NPO 全体の活動費のうち寄付によるところが大きな割合を占めていると聞いた。

二日目の分科会の話の中で、遺贈の話が出ていた。現在は、国税庁が認定した NPO への寄付にのみ、寄付した個人や団

体への税制控除がされているが、その認定 NPO の数は少なく、NPO 全体の資金確保には役立っていない。制度の改正を

行うことによって、富裕層だけではなく中流層からの寄付も増えてくるのではないだろうか。 

 

実行委員会事務局から 
 
フォーラムには当初の予想をはるかに上回る大勢の方に御参加いただきました。また、準備にあたっては、ボランテ

ィアをはじめとする沢山の方々、団体にご協力いただきました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
 
北海道ＮＰＯバンク第７回融資決定 
第７回の融資審査が終了し、１団体のＮＰＯ法人に１５０万円の融資が決定しました。 

 

2004 ＮＰＯバンク融資申込みのお知らせ 
●第９回融資 → 申込期間 １０月２０日～１１月７日／融資実行１２月中旬 
●第１０回融資 → 申込開始１月１９日～ ２月３日／融資実行３月中旬 

ＮＰＯバンク活動報告 

８月１４日（土）に石狩湾新港で開催された、ＲＩＧＩＮＧ ＳＵＮ ＲＯＣＫ ＦＥＳＴＩＶＡＬ2004 ｉｎ Ｅ

ＺＯ（ライジングサンロックフェスティバル）内のＥＣＯ－ＲＯＣＫ ＦＩＥＬＤ内ステージで、北海道ＮＰ

Ｏバンクの活動を紹介しました。 

■■■お知らせ■■■ 
サポータ便りに掲載を希望する手記・情報がありましたら、下記問い合わせ先までご連絡願います。 

また、ＮＰＯバンク事業組合にご加入の方で、住所等に変更があった場合はお手数ですが事務局まで御連絡ください。 

ＮＰＯバンクに対する問い合わせ先・資料請求先 
 〒060-0062 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２Ｆ 北海道ＮＰＯサポートセンター内  

TEL:011-204-6523／FAX:011-261-6524 

npobank@npo-hokkaido.org  http://npo-hokkaido.org/bank_hp/index.htm 
 
［えぬぴおん第１１号］（８月２５日発行）ＮＯＤＥ編集委員会発行 ８００円 
フロント対談 高橋はるみ知事～道州制を語る  NPOへ、えぬぴおんへ 読者のみなさまへメッセージ 

 最後にこれだけはいわせてくれ！編集員の本音  寄稿してくれた皆さんの声  未来の種に会いに。 

さよならはいわない。新しき旅立ちへ 市民活動のススメ    現場百景 ひがし大雪アーチ橋／霧多布湿原／サッカ

ー  支援費制度について 二通諭さん   海外食事情  飛びまわれ車いす  野生生物最前線 

コミュニティビジネスの可能性 東京コミレス探検 会計講座 道内サポセン情報 

 

  
NPO法人があなたの職場になります！ 
「福祉・医療職場ガイダンス」のご案内 

◆ 日時 ９月 28日（火）11：00～16：00 
◆ 場所 北海道厚生年金会館 ３階 

道社協北海道福祉人材センター、北海道看護協会北海道ナースセンター北海道雇用開発協会、 
雇用・能力開発機構北海道センター、北海道及び北海道労働局などの主催で表記ガイダンス 
が行われます。いわゆる福祉・医療関係の就職説明会です。NPOも９法人がブース出展致し 
ます。求職者と事業所のマッチングの好機になるよう期待しています。個別ブースのほか、 
介護 NPOの事業所情報コーナー、『介護 NPO連絡会』による就職相談コーナーを設置して 
求職者の対応をします。資格をお持ちの方は、当日厚生年金会館に集まりましょう！自分の 
求めるやりがいのある職場をぜひこの機会に見つけて下さい。 

１０月２３日
は、イベントが

目白押し！ 
 
札幌では「つく

ろうごみゼロ社

会」道民交流会 
（「ちえりあ」な

ど）、アートＮＰ

Ｏ全国フォーラ

ム（ＩＣＣなど）

が開催されま

す。 

 7



 Ｊｎｅｔ 第１２９号  第３種郵便物 

北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」紹介  0４年度改訂版 
北海道ＮＰＯサポートセンター会員に対するサービス事業です。 

詳細については個別にご相談に応じますのでお気軽にお問い合わせ下さい。電話０１１－２７１－５２０８ 
 

☆☆☆北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」一覧☆☆☆（単位：円，税込） 

サポートの内容 詳   細 規格・単位 基本料金 

ＮＰＯ法人申請手続  相談・書類作成等アドバイス（初回相談無料） 

※法人申請は時間がかかります。（４ヶ月～６ヶ月） 
基本料金 21,000～

身分証明書作成 ラミネートを使った身分証明書を作成します。 1枚 210

片面 Ｂ５ 1,000枚 2,738

片面 Ａ４ 1,000枚 2,738

片面 Ｂ４ 1,000枚 3,438

印刷（予約制） 

黒インク印刷のみ 

（カラー印刷、製本等は 

良心的な印刷所を紹介） 

簡易印刷機（リソグラフ）で印刷します。 

基本料金は製版1枚、紙代込みの場合です。 

（厚紙や色紙は少し高くなります。 

ご相談ください） 

Ａ３まで印刷可、10枚以上～（両面は片面の倍） 片面 Ａ３ 1,000枚 4,838

片面 カラー 1,470

片面 白黒 1,050

両面 カラー 2,310
名刺作成 

パソコンで名刺を印刷します。（100枚単位） 

片面初版代：3１５円、 

両面初版代：5２５円が別途かかります。 

両面 白黒 1,890

横断幕・ポスター パソコンで長尺紙（幅４2ｃｍ）に印刷します。 片面のみ 1,575～

シール ＮＰＯのロゴマークシール １シート 大 5枚、小10枚 各 210

エプロン ロゴマーク、事業所名を入れてエプロンを作ります。 5枚以上 1枚 4,515

日常会計業務支援 パソコンで、伝票入力から決算書作成まで実施 基本料金（1仕訳） 63～

介護保険 1事業所 10,500～介護保険・支援費指定事業所 

申請事務サポート 

指定事業所になるための支庁・市役所提出書類作成、

提出までのサポートを行います。 支援費 1事業所 7,350～

介護保険料請求事務 伝送による介護保険請求をします。 1事業所 2,625～

 2004.7.1 改定  
※上記の表以外に、不動産売買・賃貸、税務申告、登記書類作成、損害保険、ＦＰ関係について、ＮＰＯサポート専門家

会議メンバー等による相談を随時受け付けております。（ｻﾎﾟｾﾝｽﾀｯﾌがお聞きし専門家にお伝えします） 

※法人認証申請書類、登記書類、会計書類、税務申告、介護保険申請等は、必要に応じてＮＰＯサポート専門家会議メ

ンバーの専門家のアドバイスをいただいています。ＮＰＯサポート専門家会議は、弁護士、司法書士、社会保険労務

士、行政書士、公認会計士、税理士、損害保険専門家、不動産鑑定士、不動産専門家、建築士、社会福祉士、ＦＰな

どの専門家が参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－
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●ＮＰＯ推進北海道会議／●北海道ＮＰＯサポートセンター／●ＮＰＯバンク／●ＮＰＯ越智基金 

〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２階 
電話番号０１１－２０４－６５２３，０１１－２４２－４３３３ ＦＡＸ番号 ０１１－２６１－６５２４ 
通常業務時間１０：００～１８：００（土、日、祝日は休む時があります） 

●北海道ＮＰＯサポートセンター相談センター・研修室／●ＮＰＯ推進北海道会議分室 
   〒０６０－０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階 

電話番号 ０１１－２７１－５２０８， ０１１－２８１－５９２７ ＦＡＸ番号 ０１１－２８１－８８０７ 
通常業務時間１０：００～１８：００（月～土）（日、祝日休み） 
すいすい読めてよくわかる－『ぜ～んぶまるごとＮＰＯ』2004年度版好評発売中 
発行 ＮＰＯ法人北海道ＮＰＯサポートセンター   定価４００円（税込み） 

これからＮＰＯ法人格取得を考えている方におすすめです。 

（目次）Ⅰ 市民活動とは Ⅱ 法人格取得の申請手続き Ⅲ ＮＰＯと法制度の現状 Ⅳ 会計、事業報

告、税務について 資料編として、・特定非営利活動促進法（平成１５年５月１日施行版）・特定非営利活動

促進法施行規則（同）・特定非営利活動促進法施行条例・申請に必要な書類（ひな型）を掲載しています。 
[問合せ]北海道ＮＰＯサポートセンターTEL：０１１－２０４－６５２３ E-mail：npo@mb.infosnow.ne.jp 
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札幌駅北口 

「Ｌプラザの複合４施設の運営・予算について考える」 
～Ｌプラザの複合４施設をもっと使い勝手良くするための処方箋～ 

エルプラザには、「男女共同参画センター」、「市民活動サポートセンター」、「環境プラザ」、「消費者セン 

ター」の 4 つの公共施設があります。 

それらの公共施設を利用している市民の方で次のようなことを考えたことはありませんか？ 
 

「Ｌプラザ内の各公共施設の予算や運営費ってどうなっているの？」 

「Ｌプラザ内の各公共施設の運営・管理ってどうなっているの？」 

「Ｌプラザ内で市民と行政がもっと協働してできることもあるんじゃないの？」 

「Ｌプラザ内の４施設の横の連携がもっとよくなり複合的に利用できればいいのに」などなど 
 

今回、主に各施設を利用しているＮＰＯ関係者で、Ｌプラザ内の各公共施設の運営や予算について考え、 

みんなでＬプラザ内の複合４施設をもっと使い勝手がよい施設にしていきましょう！！ 
 

日時： ９月２１日（火）１８：３０～２０：３０  

会場： 札幌市民会館３階６号会議室（札幌市中央区北１西１：２４１－９１７１） 
参加費 ： 無料   定員：６０名（事前申込先着順で定員になり次第〆切ます） 

主催： ＮＰＯ法人エーピーアイ・ジャパン「市民による税制財政会議委員会」 

共催： ＮＰＯ法人ＮＰＯ推進北海道会議／ＮＰＯ法人北海道ＮＰＯサポートセンター 

お問合せ・お申込先（参加希望者は事前に下記までお申込ください。）： 

 北海道ＮＰＯサポートセンター（担当：北村）  札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２F 

 ＴＥＬ：０１１－２０４－６５２３ ＦＡＸ：０１１－２６１－６５２４ E-mail：npo@mb.infosnow.ne.jp 

「市民活動団体ビジネス化推進」のお手伝い 

市民活動団体の事業化支援制度がスタートします。費用はかかりません！ 
        ～ビジネス化推進支援相談員が、きめ細かな相談に乗ります～ 
 北海道ＮＰＯサポートセンターは、北海道経済産業局の「市民ベンチャー中間支援機能強化プログラム」として、道内各

地域のＮＰＯ・市民活動団体の事業化を支援します。各地域の支援相談員が、ビジネス化推進委員会（委員長：河西邦

人札幌学院大助教授）のアドバイスを受けながら、採択団体の直面するさまざまな問題を解決するための個別具体的な

支援をします。 

これから事業化する予定の団体、コミュニティ・ビジネスをはじめようと考えている方、ぜひこの機会にこの仕組みをご

活用下さい。費用はかかりません。 

応募期間 ９月６日（月）午前１０時１７日（金）午後６時締め切り 

応募方法 応募期間内に北海道ＮＰＯサポートセンターまで。電話、ＦＡＸ、メールでご相談下さい。電

話０１１－２０４－６５２３ ＦＡＸ０１１－２６１－６５２４  npo@mb.infosnow.ne.jp 

 支援件数  札幌地域（概ね石狩・後志・空知管内）５団体、函館地域（概ね渡島管内）、苫小牧地域

（概ね胆振・日高管内）、旭川地域（概ね上川管内）、帯広地域（十勝管内）、釧路地域

（概ね釧路管内）、北見地域（網走管内）各 1 団体～２団体 

 採択方法  応募多数の場合、事業案件、地域などを勘案して選考させていただきます。 

 支援内容  支援相談員が、コミュニティ・ビジネス手法、事業計画づくり、資金調達、組織運営、マー

ケティング、法人登記、財務会計、労務管理等について個別アドバイスします。 

      （支援期間は１０月から来年２月を予定しております） 
市民活動団体ビジネス化推進団体 

ＮＰＯ推進道南会議（函館・道南圏）      苫小牧ＮＰＯセンター（胆振日高圏） 

旭川ＮＰＯサポートセンター（道北圏）     北見ＮＰＯサポートセンター（オホーツク圏） 

地域生活ネットワークサロン（釧路根室圏） 十勝シニアネット，帯広２８ＮＰＯサポートセンター（十勝圏）、北海道介

護ＮＰＯ連絡会（全道，介護系）  北海道ＮＰＯサポートセンター（札幌・道央圏） 

●問い合わせ 北海道ＮＰＯサポートセンター 電話０１１－２０４－６５２３ 

ＦＡＸ０１１－２６１－６５２４  メール npo@mb.infosnow.ne.jp（担当 小林） 
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書籍案内 げんばの知恵袋 価格：２,５００
円 (税別) Ａ４判：１２６ページ現場の知恵が

書籍案内 未来のための「お金」のはなし  
■Ⅰ．お金と上手につきあおう －金 
融と年金・人の行く裏に道あり 花の 
山 －株の相場とは何か・預金だけに 
頼ると危ない －タンス預金から金融 
商品への投資へ・クレジットカードの 
賢い使い方－正しく使ってこそ価値が 
ある・女性と年金・しっかり確認！自 
動車税の還付金他、５テーマコラム 
Ⅱ．保険のことをよく知ろう －生 
命保険と損害保険・生命保険に関する法律

保険に加入する前に知っておきたいポイン

－選択のポイントは？・私的年金－損害保

保険会社■Ⅲ．家を建てる前に考えよう 
－不動産と税金・不動産を売ると増税にな

不動産税制改正の留意点・一生に三度のマ

が？・不動産に関する豆知識他コラム絵手

送別会■Ⅳ．相続の準備をしておこう －

続、基本のきほん －相続とは何か？・遺

ついて…中谷 俊雄・相続開始から遺産分

得する、賢い“贈与”とは－相続時精算課

…佐久間 正他コラムボランティアは

か？    
定価 1,365円  [問合せ]北海道ＮＰＯサポ

 TEL：０１１－２０４－
 E-mailnpo@mb.inf

 

書籍案内  

ＮＰＯ全国フォーラム 2003 北海道会議≪報告書≫
 

個を活かす社会へ ～真の民主主義をめざして～ と題

し、ＮＰＯ全国フォーラムが札幌コンベンションセンタ

ーで行われてから、まもなく 1年が経とうとしています。

大変お待たせいたしました・・・。報告書ができました。

〔A4 版 127 ページ 1,260 円（本体価格 1,200 円）〕

豪華ゲストのみなさんによるオープニングフォーラムも

ばっちり掲載。読書の秋、感動の全国フォーラムをふり

返ってみてはいかがでしょうか？ 

 ※ 通信販売も致します。（送料 3冊まで 315 円） 

【主な内容】開催概要、参加状況、分科会報告（テーマ

１ 地域再生、テーマ２ 地域連携、テーマ３ ミッション

にこだわった事業、テーマ４ 情報、テーマ５ 人、テー

マ６資金）、連続講座（１ 基礎編、２ 協働編、３ 政策

編）、名簿 

【お申込み・お問合せ】 

団体名、連絡先、冊数を 

お書きの上、電話、FAX、 

E メール、いずれかの方法 

でお申込みください。 

お申込みお待ちしております！！ 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

ＴＥＬ 011-271-5208  

ＦＡＸ 011-281-8807   

書籍案内 岩波ブックレット 

『NPOがわかる Q＆A』 

大阪ボランティア協会の事務局長 早瀬昇さん

と、シーズの事務局長 松原明の共著です。  

ますます身近になってきている NPO（非営利組織）。

なぜこのように必要とされているのか。法律はど

うなっているのか。実際に始めたいときにはどう

したらいいのか。費用はどのくらいかかるのか。

NPO が直面している課題は何か…。好評の『NPO は

やわかり Q＆A』の内容を改訂し、新データととも

にまとめた必携書。 

体裁：A5 判・並製・72 頁  

価格：480 円  

発売日：2004 年 3 月 5日  

出版：岩波書店  

ISBN4-00-009318-5 

ぜひお近くの書店でお求め下さい。 

ＮＰＯな・・・ 
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モリモリだくさん！！  横浜市内のＮＰＯから

集めた、現場の知恵やノウハウをご紹介。毎日の

業務で「ヨソの団体ではどうしているのかし

ら？」と思ったら･･･「ウチにはない解決策」が

欲しくなったら･･････料理のレシピのように開

いて、自分に必要な情報をピックアップ！  

Ⅰ ヘルパーの雇用  

Ⅱ ヘルパーの育成  

＜新任ヘルパー＞ 

＜現任ヘルパー＞  

＜サービス提供責任者 

・管理者＞  

Ⅲ 事務局スタッフ  

Ⅳ 理事  

Ⅴ 組織運営  

Ⅵ コミュニケーション  

Ⅶ 経営資源の調達  

Ⅷ リスクマネジメント  

Ⅸ 管理業務  お役立ちリスト  
事務所移転時の手続き、理事長交代時の手続き、神奈川

県・横浜市（委託事業）実地指導の調査項目リスト 
[問合せ]北海道ＮＰＯサポートセンター 
 TEL：０１１－２０４－６５２３ 
 E-mailnpo@mb.infosnow.ne.jp 

が変りました・

ト・自動車保険

険会社ＶＳ生命

る？ －今年の

イホームはいか

紙と泰子さんの

相続と遺言・相

言による相続に

割まで・知って

税制度について

タダでいいの

ートセンター 
６５２３ 
osnow.ne.jp 
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○●○ 情報ＢＯＸ ○●○ 
 

 

メイク・ア・ウィッシュは 
難病の子供たちの夢をかな 
えるお手伝いをしています。 
講演会 ～夢をかなえることは生きること 

日時：９月２６日（日） 午後２時～３時 

会場：喜久屋書店前（ＪＲ小樽築港駅直結ウイングベイ

３Ｆ）  入場無料 

ＭＡＷＪ本部事務局長が夢をかなえた子供たちとボラン

ティアの喜びについて語ります。一緒に夢を見ませんか。 

メイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパン 札幌支部  

〒060-0005 札幌市中央区北５条西６丁目 

札幌センタービル２３Ｆプルデンシャル生命保険㈱内                      

ＴＥＬ：011-219-7111 

http://www.mawj.org/sapporo@mawj.org 

����������������������������������� 
映画「草の乱」札幌応援団試写会 
９月２８日（火）１８：３０～神山監督舞台あいさつ 

アーバンホール（札幌市中央区南３西４） 

※１０月２３日～ロードショウ 

問い合わせ：TEL&FAX０１１－７４７－７３１４ 

����������������������������������� 
財団法人 北海道高齢者問題研究協会 

創立２０周年記念高齢者問題セミナー 

～少子高齢社会における、共生社会への新たな展開 

日時  ９月３０日（木）１０時１５分～１５時３０分 

場所 かでるホール( 札幌市中央区北２条西７丁目)  

定員  ５００名（事前予約先着順〆切） 

資料代 ５００円（賛助会員は無料） 

プログラム 10:15～開会挨拶  10:30～基調講演 

「２１世紀に求められる高齢者像」 

 講師 桜美林大学大学院 教授 柴田 博 氏 

 座長 北星学園大学 名誉教授 忍 博次 氏 

12:00～休憩・昼食   13:00～ シンポジウム 

「高齢者の生活を支える地域ケアのしくみづくりをめざ

して」司会  北海道総合研究調査会                

    常務理事・企画室長 五十嵐智嘉子氏  

シンポジスト 北海道大学病院総合診療部   

                 教授 前沢政次氏 

   北広島リハビリセンター特養部四恩園 

                 施設長 三瓶 徹氏 

西円山病院在宅ケアセンター 

             居宅介護支援事業所次長  奥田龍人氏 

   ㈱CWE 代表取締役副社長 

                      アラタ編集長 児玉芳明氏  

14:45～   意見交換・質疑応答 

15:30    閉 会   

 お問い合わせ 

〒０６０－００４２ 札幌市中央区大通西６丁目 北海道医

師会館５階 財団法人 北海道高齢者問題研究協会   

TEL ０１１－２２２－６７２７  FAX ０１１－２２２－６９５０ 

http://www.koukenkyo.or.jp 
（専用申込書のダウンロードができます） 

����������������������������������� 
＝＝＝＝ＮＰＯフォーラム in 福井のご案内＝＝＝＝ 

日   程 ：２００４年１０月 ９日（土）１３：００～１７：３０ 
交流会１８：００～２０：００  １０日（日）  ９：３０～１６：００ 
会  場：福井県福井市フェニックスプラザ（ＪＲ福井駅

よりバスで７分） 

テーマ ：協働のまちづくりにおける地域の役割、そして

NPO の役割 

概要 ：市民・NPO と行政との協働によるまちづくりをめ

ざす関係者が、 地域間の連携や NPO との協働をすすめる

ために、全国各地の実践事例を交えて討論します。 

主催 ：NPO フォーラム in 福井 開催委員会・福井県・福

井市 

参 加 費 ：１日 1,000 円、両日 1,500 円、学生（1日・

両日）500 円 参加定員 ： ５００名 申込締切 ： ９/

１０（金） 

分科会によっては、定員になり次第締切りますので、お

申込みはお早めに！ 

お申込み・お問合せ先   
 ＮＰＯフォーラム in 福井開催委員会事務局（担当 天

方） 

 〒910-0023  福井市順化 2-1-1 益茂ビル 3-B 福井県

子ども NPO センター内 Tel/Fax ： 0776-28-2884  

E-mail： npo.f-infukui@herb.ocn.ne.jp 

URL： http://www15.ocn.ne.jp/~npo-f-f/  

●セミナー・分科会 
○はやわかり、納得！！「ＮＰＯ基礎講座」  
○協働条例の運用と評価システム 
○中間支援組織とは何か？ 
○コミュニティビジネスと事業型ＮＰＯ  
○変革の時代に向かう、地域コミュニティ 
○ＮＰＯを元気にするリーダーの存在とは 
○若力（ばかぢから）～若者と市民活動、ＮＰＯ～ 
●ＮＰＯメッセ  団体紹介ブース（1ブース1,000円）、 
 NPO 設立相談 マネジメント相談  情報コーナー  

 会計・税務相談  書籍販売  オープンカフェなど 

●交流会  参加費 3,000 円 
●クロージング（全体会） 
����������������������������������� 
 

○●○ 助成金情報 ○●○ 
 

インターネット環境にないNPOのみなさまへ 

「助成金を申請したいが、情報を上手く収集できない」と

いう声を良く聞きます。 

●最近の助成金は、募集要項や応募用紙をインターネッ

トから取得（ダウンロード）する方式が増えています。 

また、さまざまな助成金情報をインターネットから取得

することができます。 

●北海道NPOサポートセンターでは、インターネット

環境にないNPOの為に、 

①ＩＴ推進ＮＰＯの紹介 

②パソコンの導入設定・インターネット環境整備支援 

③助成金情報取得支援／助成金申請サポートを行ってい

ます。（地域によって対応できない場合があります） 

詳細はお問い合わせください。 

電話０１１－２０４－６５２３（担当：畑） 

 

ｉｎ 小樽

下記の助成金情報についてはインターネットからの取得

情報（抜粋）です。詳細は各助成元に問合わせ下さい。

（○印の情報については、北海道ＮＰＯサポートセンタ

ーに応募要項があります。） 

��������������������������������� 
大和証券福祉財団 

１．ボランティア活動助成要領 

  応募資格  ボランティア活動を目的とした 

団体・グループ 
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 Ｊｎｅｔ 第１２９号  第３種郵便物 

（申込みに際しては、社会福祉協議会・学校・病院等の

推薦を受けて下さい）   

応募課題  特に在宅老人、障害児・者、児童問題等に対

するボランティア活動 ●助成金 １件あたり：30万円

を上限とする。総額4,500万円 

（別途、地震・風水害等災害支援時助成 500万円）  

応募期間  平成 16年 8月 1日～平成16年 9月15

日（当日消印有効）  

助成対象期間  原則として平成17年 1月～12月の活

動に対して  

応募方法  申込書請求  申込用紙は下記財団へ電話又は

FAXにてご請求下さい。 

助成金贈呈  平成 17年 1月より贈呈します。  

報告書の提出  助成金受領1年以内に報告書を提出  

申込書送付先  〒103-8219 

東京都中央区日本橋茅場町1-1-9 大和証券兜町ビル 

財団法人 大和証券福祉財団 

（TEL：03-3665-5147 FAX：03-3662-0495）  

２．第11回ボランティア活動等に関する調査研究助成

要領 応募資格  特に問いませんが、研究委員会を組織

して下さい。  

応募課題  ボランティア活動・地域福祉に係る実践的モ

デル事業開発に関する研究等  

助成金  1 件あたり100万円を上限：3件  

応募期間  平成 16年 8月 1日～9月15日  

申込みにあたって  特に重視するテーマ 

ボランティア活動・地域福祉に係る実践的モデル事業開

発に関する研究 

但し、上記にかかわらず選考の結果、特に有用と認めら

れた調査研究については対象とする場合もあります。  

当該研究に関して以下のことを選考の条件とします。  

研究委員会の組織 

研究に当たっては研究委員会を組織して行う。 

助成申込に際して上記委員会の主だった研究員を明示す

る。 研究成果の発表 

研究成果を日本地域福祉学会等の学会又は、社会福祉協

議会活動全国会議において報告する。 

��������������������������������� 
独立行政法人 福祉医療機構  

平成１７年度助成事業の募集について  

長寿・子育て・障害者基金では、長寿社会福祉基金、高

齢者・障害者福祉基金、子育て支援基金及び障害者スポ

ーツ支援基金の４つの基金を設け、その運用益を用いて、

民間の創意工夫を活かした社会福祉を振興するための事

業に対する支援を行なうことにより、 高齢者や障害者の

在宅福祉、生きがい・健康づくり、子育て支援、青少年

の健全育成、障害者スポーツの振興等を推進しています

が、平成１６年９月１日から１０月３１日までの間、平

成１７年度助成事業の募集を行ないます。 

＜特別分＞助成上限５００万円 

応募〆切 １０月３１日 

重点助成分野 

（１）痴呆性高齢者を介護する家族の負担軽減に関する

事業 

（２）障害者の自立生活・就労の支援に関する事業 

（３）子育て支援のネットワークづくりに関する事業 

（４）児童虐待に関する活動への支援強化事業 

（５）新しい障害者スポーツの啓発・普及事業 

長寿社会福祉基金  

高齢者・障害者福祉基金  

子育て支援基金  

障害者スポーツ支援基金 

詳しくは、 

〒105-8486 東京都虎ノ門４－３－１３ 

秀和神谷町ビル９階 独立行政法人福祉医療機構基金事

業部振興課 ＴＥＬ０３－３４３８－９９４６ 

ＦＡＸ０３－３４３８－０２１８ 

http://www.wam.go.jp/wam/ 

上記の他、＜地方分＞助成上限２００万円もあります。 

��������������������������������� 
●競輪及びオートレースの交付金による公益事業振興補

助事業（平成１７年度補助金交付要望受付） 

一般事業 

ア青少年、高齢者又は障害者を対象としたスポーツの振

興のための事業 

イスポーツ大会（全国的な規模の大会に限る)の開催事業 

ウ自然環境の保護に関する調査研究又は啓発普及事業 

エ生活習慣病、難病、脳障害又は特殊疾病の基礎的研究

に係る機器の整備事業 

オ文化の振興のための事業 

カ青少年の健全育成のための社会教育活動に係る事業 

キ青少年の健全育成のための社会教育施設の整備事業 

ク自転車の安全かつ適正な利用の推進又は自転車駐車場

の整備事業 

ケ交通安全対策又はこれに関する啓発普及事業 

コ児童の事故防止に関する調査研究又は啓発普及事業 

サ更生保護に係る事業 

シ更生保護施設の整備事業 

ス公益車両の整備事業 

(ｱ) 検診車整備事業 

(ｲ) 母子保健指導車整備事業 

(ｳ) 福祉車両整備事業 

セアからシ以外の事業であって、目的及び実施計画が具

体的であり、かつ、体育の振興、医療・公衆衛生の向上、

文教、環境その他公益の増進に特に資すると日本自転

車振興会または日本小型自動車振興会が認める事業 
詳しくはホームページを参照してください。 

http://www.keirin.go.jp 

＜ホームページをご覧になれない場合＞ 

問い合わせ：日本自転車振興会公益事業部 

〒１０７－８４６１ 

東京都港区赤坂１丁目９番１５号（日本自転車会館４階） 

〔公益事業課（社会福祉事業以外）〕 

電話０３（３５８５）１８５４ 

〔福祉事業課（社会福祉事業）〕 

電話０３（３５８５）１８６９ 
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